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アオサギ・ウオッチング 2014

今年はアオサギの飛来が例年より遅めでやきもきしましたが、平

岡コロニーには３月１７日に１４羽、江別コロニーには１６日に１８羽の初

飛来がありました。子育てシーズンの開幕です。北海道アオサギ研

究会の松長さんを講師に、平岡高校屋上と江別市の河畔林で計３回

の観察会を開催。餌場と営巣地を１日に何回も往復して子育てに励

むアオサギの姿に、参加者から声援の声が上がりました。５月には、

営巣地の保全に長年ご協力頂いている平岡イオンショッピングセン

ターを会場に「知られざるアオサギの世界」と題して、野幌ふれあい

交流館では「アオサギの駆除を考える」と題して、２回の講演会を開きました。

小学校総合学習 ・ 地域の自然観察会

◆清田小学校３年生（清田緑地を知ろう）◆

６月２４日 新緑の清田緑地

学校から徒歩数分の清田緑地、気を付けて歩いてみると新しい発見が色々あります。ツタウルシに気

を付けながら山道を登ると、林床にはイチヤクソウやマイヅルソウが咲いていました。大人の背丈ぐら

いのホウノキの幼木があり、節目を数えて木の年齢を推測してみます。立派に大きく育ってね。アサダ

の葉の手触りは、びっくりするほど柔らかい。ヤチダモの幹を這い上るツルアジサイも咲き始めました。

１０月２４日 紅葉の清田緑地、

１０月は紅葉の明るい森を木の実、草のタネを探して歩きました。散策路には色々な落

ち葉が敷き詰められています。これは何の葉っぱかな？ウダイカンバとシラカンバの違

いは分かってもらえたでしょうか。木道では茶色く成熟したオオウバユリの実を揺すって、

小さなタネがいっぱい空中に散っていく様子を見ました。キタコブシの赤い実やカツラの

小さいバナナ形の実も観察して、帰路に着きました。

◆平岡南小学校３年生（平岡公園たんけん）◆

５月２６日 春の平岡公園

上空を飛ぶアオサギを見ながら出発。花も虫も、林や湿地も、湧き水も、盛りだ

くさんの春の平岡公園です。植物や生きものの名前を知るだけでなく、どんな場

所に育つのか、どんな生活をしているのか、さまざまな興味・関心を引き出すきっ

かけを作れたら嬉しいと思います。後日子ども達から届いた感想文には、印象に残

ったものとしてコンロンソウやハルザキヤマガラシ、ミヤマザクラなどの花、キア

ゲハやオオマルハナバチなど色々な虫があげられていました。木のウロや湧き水

が面白かったという感想もありました。

１０月８日 秋の平岡公園

春と同じコースを歩き、季節の変化を感じます。紅葉したヤマウルシやヌルデ、豊作のヤマブドウや

ズミ、色付いたノブドウなど秋の彩りを楽しみました。雪虫（トドノネオオワタムシ）がたくさん出てきて、

冬が近いと教えてくれました。

平岡公園 夏休みにぎわいフェスタ   

酪農大学の学生さん、公園管理事務所、平岡

どんぐりの森の三者共催の恒例イベントです。

今年は学生グループが新企画を練り、『北海

道ｅ水プロジェクト』の助成を受けて開催さ

れました。森の中を歩いてのスタンプラリー

でスタート、締めくくりは小川に入って魚とり

です。体験コーナーでは、水質検査や魚のス

ケッチ、大きなカエルに触ってみたりと盛り沢山のメニューを楽しみ、１００名を越す参加者で大いに盛り

上がりました。

キタコブシの実
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平岡公園ツリーウオッチング・ながぐつの土曜日に参加して

文と絵     服部 照子

私は、６年ぐらい前から自然観察会に参加するようになりました。最初のきっかけは、野の花の

名前を知りたかったからです。でもこの１、２年は、昆虫の姿、形、色彩の美しさにすっかり魅せられ

てしまいました。

名前もほとんど知らなかった昆虫ですが、観察力を高められたらと思い、絵手紙用葉書に絵も

描いて楽しんでいます。私にとって昆虫は、芸術品に見えてなりません。

今までは先生方に質問ばかりしておりましたが、自分でも調べてみようと思い立ち、今年は蝶

に挑戦してみました。

生まれて初めて「アゲハ」の観察絵日記を付けてみて、分かったこ

とが色々あります。ゴミとしか見えなかった小さな４齢幼虫が、終齢

幼虫になっていた朝には本当に驚きました。そしてその殻を自分で食

べてしまうことも、本で知りました。また、キアゲハの終齢幼虫が、さ

なぎになる前に黒緑色の体液を出しているところを観察することも

できました。

自宅の庭の一角では、モンシロチョウの仲間が産卵する姿を観察

できます。食草が同じのオオモンシロチョウとモンシロチョウの、卵の

産み方、幼虫の姿などの区別もできるようになりました。

今の私は、７０歳を過ぎ遅ればせながら、まだまだ昆虫を見たい、知りたい、

描きたい気持ちでいっぱいです。そんな自分が不思議でなりませんが、これも

ひとえに諸先生方のご指導の賜物と、サークル仲間の皆さま方が暖かく観察

会に受け入れて下さったおかげと、感謝しております。

観察会に参加し続けて、自然を知ることが「生きがい」ともなりました。これからも、奥深い自

然のことをもっと学んでいきたいと思っています。

     

冬の予定

                              １月 17  日（土） 冬の平岡公園にぎわいフェスタ  午後 1 時 管理事務所前集合

２月 18 日（水） ツリーウオッチング 『スノーシューで森を散歩』       

２月 21 日（土） ながぐつの土曜日 『雪の森たんけんたい』      

ホームページ http://dongurinomori.web.fc2.com/ も ご覧ください。


